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【公開番号】特開2013-184392(P2013-184392A)
【公開日】平成25年9月19日(2013.9.19)
【年通号数】公開・登録公報2013-051
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【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月25日(2013.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数色のインクの各色に対応して設けられた複数のインクジェットヘッドと、
　前記複数のインクジェットヘッドから吐出されたインク滴を付着させる記録媒体と前記
複数のインクジェットヘッドとを第１方向に相対移動させる相対移動手段と、
　前記第１方向と直交する第２方向に沿った前記インクジェットヘッドのノズル列方向に
ついて、前記複数のインクジェットヘッドにおける異なる色のヘッド間に、相対的な記録
位置のズレ量を設定するレジズレ量設定手段と、
　前記各色の階調値を表す画像データのうち、前記ズレ量が設定されたインクジェットヘ
ッドのインク色の画像データから、前記ズレ量に応じて補間画像を生成する補間画像生成
手段と、
　前記補間画像を含む色毎の階調値を表す画像データに対してハーフトーニング処理を行
い、色別のハーフトーン画像を生成するハーフトーニング処理手段と、
　前記ハーフトーニング処理手段により生成された色別のハーフトーン画像に基づいて、
対応する各色のインクジェットヘッドによる吐出動作を制御する吐出制御手段と、
　を備えたインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記複数色は、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、黒（Ｋ）の４色を含
む請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記レジズレ量設定手段により設定されるズレ量は、前記インクジェットヘッドの前記
第２方向の記録解像度から規定される第２方向の画素ピッチよりも小さいズレ量である請
求項１又は２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記レジズレ量設定手段により設定されるズレ量は、前記インクジェットヘッドの前記
第２方向の記録解像度から規定される第２方向の画素ピッチをｎ等分する量（ただし、ｎ
は２以上の整数）である請求項３に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記レジズレ量設定手段は、前記複数のインクジェットヘッドのうち、黒（Ｋ）インク
を吐出する黒ヘッドと、マゼンタ（Ｍ）インクを吐出するマゼンタ（Ｍ）ヘッドとを前記
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第２方向に相対的に１／２画素ピッチずらす、ズレ量を設定する請求項４に記載のインク
ジェット記録装置。
【請求項６】
　前記レジズレ量設定手段は、前記複数のインクジェットヘッドのうち、黒（Ｋ）インク
を吐出する黒ヘッドと、シアン（Ｃ）インクを吐出するシアン（Ｃ）ヘッドとを前記第２
方向に相対的に１／２画素ピッチずらすズレ量を設定する請求項４又は５に記載のインク
ジェット記録装置。
【請求項７】
　前記レジズレ量設定手段は、前記複数のインクジェットヘッドのうち、マゼンタ（Ｍ）
インクを吐出するマゼンタ（Ｍ）ヘッドと、シアン（Ｃ）インクを吐出するシアン（Ｃ）
ヘッドとを前記第２方向に相対的に１／２画素ピッチずらすズレ量を設定する請求項４又
は５に記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記レジズレ量設定手段は、前記複数のインクジェットヘッドのうち、黒（Ｋ）インク
を吐出する黒ヘッドと、マゼンタ（Ｍ）インクを吐出するマゼンタ（Ｍ）ヘッドと、シア
ン（Ｃ）インクを吐出するシアン（Ｃ）ヘッドとを前記第２方向に相対的に１／３画素ピ
ッチずつずらすように、ヘッド間の前記ズレ量を設定する請求項４に記載のインクジェッ
ト記録装置。
【請求項９】
　前記レジズレ量設定手段は、前記複数のインクジェットヘッドのうち、黒（Ｋ）インク
を吐出する黒ヘッドと、マゼンタ（Ｍ）インクを吐出するマゼンタ（Ｍ）ヘッドと、シア
ン（Ｃ）インクを吐出するシアン（Ｃ）ヘッドと、イエロー（Ｙ）インクを吐出するイエ
ロー（Ｙ）ヘッドとを前記第２方向に相対的に１／４画素ピッチずつずらすように、ヘッ
ド間の前記ズレ量を設定する請求項４に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１０】
　前記補間画像生成手段は、前記ズレ量と前記第２方向の記録解像度の情報に基づき元の
画像データから補間処理を行い、前記ズレ量を考慮した補間位置で再サンプリングした階
調値を表す前記補間画像を生成する請求項１から９のいずれか１項に記載のインクジェッ
ト記録装置。
【請求項１１】
　複数色のインクの各色に対応して設けられた複数のインクジェットヘッドから吐出され
たインク滴を付着させる記録媒体と前記複数のインクジェットヘッドとの相対移動方向と
直交する前記インクジェットヘッドのノズル列方向について、前記複数のインクジェット
ヘッドのうち異なる色のヘッド間に与えられている相対的な記録位置のズレ量を記憶して
おくレジズレ量記憶手段と、
　前記各色の階調値を表す画像データのうち、前記ズレ量が設定されたインクジェットヘ
ッドのインク色の画像データから、前記ズレ量に応じて補間画像を生成する補間画像生成
手段と、
　前記補間画像を含む色毎の階調値を表す画像データに対してハーフトーニング処理を行
い、色別のハーフトーン画像を生成するハーフトーニング処理手段と、
　を備える画像処理装置。
【請求項１２】
　複数色のインクの各色に対応して設けられた複数のインクジェットヘッドから吐出され
たインク滴を付着させる記録媒体と前記複数のインクジェットヘッドとの相対移動方向と
直交する前記インクジェットヘッドのノズル列方向について、前記複数のインクジェット
ヘッドのうち少なくとも２つの異色のヘッド間に与えられている相対的な記録位置のズレ
量を記憶手段に記憶させておくレジズレ量記憶工程と、
　前記各色の階調値を表す画像データのうち、前記ズレ量が設定されたインクジェットヘ
ッドのインク色の画像データから、前記ズレ量に応じて補間画像を生成する補間画像生成
工程と、
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　前記補間画像を含む色毎の階調値を表す画像データに対してハーフトーニング処理を行
い、色別のハーフトーン画像を生成するハーフトーニング処理工程と、
　を有する画像処理方法。
【請求項１３】
　コンピュータを、
　複数色のインクの各色に対応して設けられた複数のインクジェットヘッドから吐出され
たインク滴を付着させる記録媒体と前記複数のインクジェットヘッドとの相対移動方向と
直交する前記インクジェットヘッドのノズル列方向について、前記複数のインクジェット
ヘッドのうち少なくとも２つの異色のヘッド間に与えられている相対的な記録位置のズレ
量を記憶しておくレジズレ量記憶手段と、
　前記各色の階調値を表す画像データのうち、前記ズレ量が設定されたインクジェットヘ
ッドのインク色の画像データから、前記ズレ量に応じて補間画像を生成する補間画像生成
手段と、
　前記補間画像を含む色毎の階調値を表す画像データに対してハーフトーニング処理を行
い、色別のハーフトーン画像を生成するハーフトーニング処理手段、として機能させるた
めのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、本発明の他の態様として、補間画像生成手段は、ズレ量と第２方向の記録解像度
の情報に基づき元の画像データから補間処理を行い、ズレ量を考慮した補間位置で再サン
プリングした階調値を表す補間画像を生成する構成とすることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　〔式１〕　Ｚ＝（ΔＸ１×Ｚ１＋ΔＸ×Ｚ２）／（ΔＸ１＋ΔＸ）
　　ただし、ΔＸ１＝（１”／Ｄ）×２５．４－ΔＸ
　なお、レジズレ量（ΔＸ）の単位はミリメートル（ｍｍ）、解像度（Ｄ）の単位はドッ
トパーインチ（ｄｐｉ）とした。「１”」は１インチを表す。
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